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研究分野：空間統計 
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１．研究計画の概要 

実世界で生起する確率的事象には、交通事
故、路上犯罪などネットワークの上、または
都市内の店舗立地などネットワーク沿いで
生起する事象が極めて多い。本研究の目的は、
以下の通りである。 

（１） ネットワーク空間と最短経路距離を
前提とする新たな統計空間分析法であるネ
ットワーク統計空間分析法を開発する。 

（２） 得られたネットワーク統計空間分析
法の効率的な幾何学算法を開発する。 

（３） その算法を使ってネットワーク統計
空間分析法を容易に利用できる道具箱（ソフ
トウェアパッケージ）とそのウェブ利用シス
テムを開発する。 

（４） 成果たる方法、算法、ソフトウェア
を体系的に理解できる教科書を出版する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１） 目的（１）は、新たな統計空間分析
法を開発し、学術誌に発表をした。 

（２） 目的（２）は、新たな幾何学算法を
開発し、学術誌に発表した。 

（３） 目的（３）は、上記に開発した手法
をツール化した。 

（４） 目的（４）は、教科書の第１次下書
き原稿を書き上げた。 

 

３．現在までの達成度 

① 当初の計画以上に進展している。 

理由は、上記の研究進捗状況から明らかであ
る。 

 

４．今後の研究の推進方策 
（１） 目的（１）については、新たに開発
した統計的方法を位置づける概念フレーム

ワークを作り、体系化を完成させる。 
（２） 目的（２）についても、新たに開発
した幾何学的算法を位置づける概念フレー
ムワークを作り、体系化を完成させる。 
（３） 目的（３）については、開発したツ
ール群を体系化して道具箱として完成させ
る。 
（４） 目的（４）については、第１次原稿
を推敲し、教科書を完成させる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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